
 

       （報告 引地） 

１月２４日（金）に開催された会議の内容を報告させて頂きます。 

◆毛利代表より 

 ○開所当時から入居されていたハーモニカ名手の Y さん。１１月の文化祭で皆さんに披露した後脳出血で入院し１月１８日

永眠されました。 

  大切にしてきたことをそのままここでも活かして生活しており、花水木の大黒柱のような存在でした。Y さんから教えて

頂いた事は宝物となっています。花水木は第二の家族。 

花水木に介護保険外で利用したいと言う方も出てきている。 

 ○東北大学の教授の講演会。医療と介護の連携の重要性。その先生はある地域連携スタッフとして認知症に携わっている。

実際の生活の場を見て、薬や治療を行わなければいけない。 

  衣食住…それをどう家族が気づいて、バッググラウンドを見て検査を受けて、治療につなげる。皆で支える。１家族では 

  支えきれない。認知症の方は指示や支配されることを嫌がり、症状が進む原因とも言われている。 

 ○金上病院のパンフレット。 

 

◆行政の方より  （介護保険係 加藤氏） 

 ○介護事業計画は 3年ごとの見直しで現在第５期。そのため１月１７日に第６期の計画を立てるためにニーズ調査を行った。 

  花水木でも１名対象となっている。どんなニーズがあるのか調査して整備していく。国から認知症ケアの重要性が謳わ 

れている 

 ○地域の区長さん、いろいろなご家族の方々と話し合いが出来、地域で取り組む認知症について参考にしていきたい。 

 

◆地域の方より  （新中島北区区長：目黒氏） 

 ○花水木通信でひだまりサロンを載せて頂きありがとうございます。ここで生活している方は幸せだなぁと。地区として 

  できることがあれば協力していきたい。 

 

◆花水木近況報告  （管理者：引地） 

 ○花水木に開所当時入居されていた方々が最近亡くなっている。 

 ○花水木の近況として、世間ではインフルエンザやノロウイルスが流行し始めているようですが、花水木の皆さんは大きく 

  体調を崩すことなく生活されています。それに安堵せず常日頃から衛生管理と健康管理、体力つくりを行っていきたいと 

  思う。 

 ○先日、宮城大学主催の認知症高齢者グループホームの終末期ケアの研修会に参加。認知症の方の終末期は、生活の延長上 

での見取りであること、なじみの生活をいかに最期まで継続させていけるか。今日元気でも明日元気とは限らない、だか 

らこそ、その瞬間瞬間を大切に関わっていくことが大切。 

 ○人事：スタッフの大槻１月末付けで退職。 

 

◆ご家族より 

 ○ターミナルをこちらにお任せしている。母も静かに最期を迎えられたらなぁと。私もいつかその時が来るのかなと、心 

  静かに送ってあげたい。 

 ○入院して点滴のために拘束されて「私死ぬんだわ。たしか死ぬんだわ」と辛い思いをさせた。私たちの想いと娘たちの 

  想いが少し違う。ずっと一緒にいるものと経験したものにしかわからない。おばあちゃんには良い経験をさせてもらって 

  いる。 

 ○娘の成人式当日とてもニコニコしてくれてわかってくれたんだなぁと嬉しかった。誕生日も一緒に過ごすことができた。 

 ○孫がおばあちゃんを仙台の病院に入院している甥っ子のところに連れて行こうよ。会えるのが最期になってしまうかも 

  しれないんだからと。本人は幸せな経過を過ごしていると思う。あと２年で認知症が治せる薬が出ることを話したら 

  本人大喜びしていた。いい時間を過ごさせてもらっている。 

 ○医学の進歩。５０年前はポリープは全部切る時代だった。今は悪性良性、内視鏡の時代。何年か後には可能になっている 

  かも。 

 ○スタッフの顔と名前を掲示してほしい。→現在作成中です。 

  

 

次回の運営推進会議の予定です。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 
日時：平成２５年３月２８日（金）１４：００～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループホーム花水木へのお問い合わせ 

認知症高齢者の方の入居介護、デイサービスを行っています。 

入居申請やデイサービスの利用に関する相談や見学等お気軽にどうぞ。 

※ ボランティアさんも大歓迎です。 

《連絡先》 グループホーム花水木  角田市角田字中島上 170－21   

0224（61）2777 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 暦の上では春を迎え、三寒四温を繰り返すこの頃です。花水木の庭では、葉に赤々と咲く

山茶花や、ご近所の方に頂いたロウバイが春の香りを楽しませてくれます。花水木の居間や居

室に当たる優しい陽射しの下、刺し子や編み物、フットマッサージなど、それぞれに楽しみを

持って過ごし、春の訪れを、皆さん心待ちにしております。 

世間ではインフルエンザやノロウイルスなど流行しているようですので、衛生管理、健康管

理に注意して元気に生活して頂けるよう努めていきたいと思います。 

 

 

 

（有）カナガミケアリンク №．115 平成 26年 2 月 10日発行 

 

 

 

 

 

 

  

ご家族からの年賀状を何度も読

み返すMさん。「嬉しいですねぇ」

と大切に手にしていました。 

 

年賀状の返事を書いている N さ

んはとても字が美しく、１枚 1枚

丁寧に仕上げていました。 

毎年恒例のだんごさし★ 

「あんだそっち付けんのがい？

んで、こっちから団子さすがん

ない」と手際よく作業を進める

皆さん。 

バランスを見ながら、色々なだ

んごをつけ、出来上がりに満足

気な顔でした。 

１月１４日青麻神社のどんと祭。 

風の冷たさに驚きながら、体を寄

せ合い青麻神社へ。神様の前では

寒さに耐え、手袋を外して参拝し

て参りました。 

 

皆さんの無病息災を願っていま

す。 
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～１月の誕生会～ 

 

 

  

デイ利用の日とお誕生日が偶然

重なった T さん。大好きなお赤

飯でお祝い出来ました。 

 

Tさんのお誕生日に、長男さんご

夫婦がバースディケーキのプレ

ゼントでお祝い会をしました。 

 

ご家族からのお祝いに嬉しい笑

顔で満足の一日でした。 

可愛い男の子からの花かごのプ

レゼントに顔をほころばせる C

さん。 

 

大切な娘さんと一緒にお誕生日

を祝うことができ、満面の笑顔

でまたひとつ年をとりました。 

 皆で画用紙に糊付けして作ったジャンボかるたで、いざ勝負！！皆さ

ん真剣な表情でかるたに狙いを定めてお手玉を投げ・・勝負は！ 

 

名誉院長先生と I さんの一揆打

ち。素早い反応で狙いのかるた

にお手玉を命中させていました 

かるたの裏には読み札と意味が

書いてあり、取った方は元気に声

に出して読みました。 

だんだん枚数が少なくなってく

ると…皆さんも気持ちと一緒に

どんどん前に前進しています。 
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お孫さんの成人式の晴れ着姿に

大喜びの C さん。お孫さんの手

を握り締めニコニコです。 

ご家族との和やかな時間。まるで

一足先に春が来たような微笑ま

しいひとときを皆さん過ごされ

ていました。 

ピアノ絵本を弾いて楽しまれる

T さん。「美人でピアノも上手～

♪」との評判にこの笑顔。 

クリスマスプレゼントのボディ

ウォッシャーでのタオル体操。

「おぉ！体伸びて気持ちいいご

だない！」と Tさん。 

 

「おれ、こんくれ伸びだど」と元

気いっぱいの Yさん。 

いつもは「目ぇ見えねぇから、わ

がんねぇ」と言う Kさん。 

この日は周りにつられて雑巾縫

いに挑戦。針の動きも軽快に、頭

の油も使いながら、スタッフも驚

くほど上手に縫い上げていまし

た。 

秋田の郷土料理のだまこ餅作

りを N さんとスタッフで一緒

に作りました。 

すりこ木でご飯をつぶしてい

ます。 

 

皆さん「おいしい！！！」と

大好評でした。 


